第1章　地域再生の現場で、いま何が起こっているか  ―  登壇者の最新のご活動 ・お考え  ― by unknown
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それに成長するだけの利益を乗せて売る力があれば、成長していくわけですが、残念ながら、わ われにはその力がありません。なぜでしょうか。大根を一本つくりました。つくるのに百円かかりました。家族も養わなければいけませ し、肥料も買わなければなりません。そうしますと、五十円くらいの利益がほしいわ です。百五十円で売れば成長するわけです 大根を市場
へ 出荷します。しかし、基本は百円とか、九十円です。何が言いた





































































































































































































た。スタッフが四十名、若くて スタッフもたくさんいます。ただ事業の方向性 悪いだけなのです。内容 お話しする 長くなりますから省略しますが、沖縄は沖縄らしさを出す
べきです。沖縄の持
っているコンテンツ、昔からのよき時代、昔は沖縄は長寿の県で




























































































































































































































































員が見て「 社長 ごいな、真似 いな
」 とはほと



































誰もがスマートフォンを見ていますし、車に乗って ても見ていたりし います。これだけスマートフォンの時代になりますと 世の中の全てが大きく様変わりしていき ですから、地域も、農業も、組織も、家庭も 全て いかなければいけないと思ってやっています。それが非常にうまくいきはじめたということで、働き方もそうです 、考え方もそうです。幸せ感 そうだと思います。
 























































































































































































































































「 ○○チ ムー」 と入れます。これはう
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が変わってきたことに対して 考え方や地域の り方を変えていかなければいけない時代が来たということです。それをどのようにしていくのか、本日のような会議のなかで、この気付きのなかで、 いやあ、今 で やり方はちょっと変えていかなあかんのと違うかな























































































枚三〇円です。パック一つが四五〇円です。十二パックを入れて五，四〇〇円です。一日に ～ ケ スーが売れるとしますと、一ヶ月で、サラリ マーンの四倍のお金を得ることができます。普通に働く人の四倍です。大きいものは、料理の敷き葉やしょうゆ漬けとして使
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います。それから、ス パー マーーケットで売ります。このようにして売ると、先ほどの一ヘクタ ルーでの売り上げと比較しますと話にならないというとあれですが…。ですから、やり方は、 だたくさんあります。気が付いてい いこともあります。このようなかたちのなかで次々と展開をしていくこ は、わくわくする、楽し ことだと思います。
 







た、農学博士でいらっしゃいます。一九九六年四月から愛知大学にお勤めになられて以後、経済学部講師、助教授、教授を経て、二〇一一年、地域政策学部教授、二〇一七年か は同学部長をお務めになっています。さらに、二〇 八 地域政策部に
「 食農環境















































































































































































































































































































それが動きやつな りになっていくのではないかという、これはあくま も仮説です。こ ようなことを考えながら活動しています。これで場が変容するのでは かと思うわけです。
 
 












































































































ディアが取り上げて「 すごいな、 かっ ね
」 と。そして 表彰状。しかし、地元の人は
「 あれ何やってるん？





















木村さんと横石さんのご著書やインタビュ のーなかから、今回のテ マーに沿って印象的な言葉を抜き出しました。たくさんあります。最初は、配布する予定ではありませんでしたが、ぜひ、みなさんにもじっくり読 でいただきたい、かみしめていただきたい言葉でして、急きょ、用意いたしました。休憩時間に、よかっ らご一読くださ 。
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